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　国土強靭化基本計画（平成26年６月閣議決定）にお
いて、今後インフラが一斉に老朽化することを踏まえ、
国民の安全・安心を確保し、中長期的なトータルコスト
の縮減、標準化を図りつつ、インフラの維持管理・更新
を確実に実施することが求められています。
　このような状況の中、近年、危険物施設においても事
故が増加し、施設や設備の長期使用による危険物の大量
流出等が発生していることから、消防庁では、平成29
年度から「危険物施設の長期使用に係る調査検討会」（以
下「検討会」という。）を開催し、危険物施設の長期使
用を踏まえた安全対策等について、検討を進めていると
ころです。

　・第２回　平成30年12月～平成31年１月頃（予定）
　・第３回　平成31年３月頃（予定）

　平成30年度第１回検討会では、昨年度の調査検討結
果等を踏まえ、危険物施設の定期点検やインフラ施設で
用いられているモニタリング技術・診断技術の調査に関
する今後の方向性等について検討が行われました。
　また、屋外貯蔵タンクの浮き屋根の浮き室内部に危険
物が漏えいしている事故等が散見されることから、浮き
屋根の安全対策について検討を行うため、ワーキンググ
ループを立ち上げることになりました。

　平成30年度の主な検討項目については次のとおりです。
　（１）�　危険物施設の定期点検について
　（２）�　インフラ施設で用いられているモニタリング技

術・診断技術の危険物施設への適用について
　（３）�　屋外貯蔵タンクにおける浮き屋根の安全対策に

ついて

検討会の様子

危険物保安室

「危険物施設の長期使用に係る調査検討会」
（平成30年度第１回）の開催について

１．はじめに

３．平成30年度第１回検討会の内容

２．検討項目

４．今後のスケジュール
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